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白嶺丸について

1計画から建造まで

わが国最初の海洋地質調査船1,800トンの白嶺丸(は

くれいまる)がさる1974年3月31目三菱重工業株式

会社下関造船所において完成し船主である金属鉱業事

業団に引渡されて4月から本格的な調査に参加するこ

ととなった.白嶺丸の概要についてはすでに本誌上

で紹介したことカミあるが(地質ニュｰスNo.228･1973)

この機会にあらためて詳細を紹介させていただく.

海洋開発とくに海底が関係する海洋開発にとって

海洋地質調査は絶対に欠かすことのできない基礎的分野

でありそして海洋地質調査を実行してゆくものがい

うまでもなく調査船である.この10年間に多くの海

洋調査船が建造され諸分野で活躍しているとはいえ

とくに海底鉱物資源開発のための基礎的調査を強力にす

すめるという観点からは決して十分なものではない.

そのため通産省(鉱山石炭局一現資源エネルギｰ庁)

は昭和45年度から地質調査専用船の建造について検討

をはじめた.翌46年度には調査費9,565千円が計上さ

れて地質調査船建造委員会(委員長:奈須東大教授)

が設置され本格的な検討段階にはいった.同委員会

において基本的構想が検討されるとともに社団法人漁

船協会(会長1高木東大名誉教授)に仕様書の作成が委

託.された.

47年度には金属鉱物探鉱促進事業団(現金属鉱業

水野篤行･中条純輔･井上英二

事業団)にたいする財政投融資として地質調査船の建

造がみとめられた.事業団には地質調査船建造臨時本

部(本部長:池田理事)が設立され同時に地質調査船

建造委員会(委員長:高木東大名誉教授)同運航委員

会(委員長:奈須東大教授)があらためて発足し建造

ならびに運航方式についての慎重な検討カミ重ねられてき

た.

47年8月にはそれまでに作成された仕様書にもとづ

いて建造工事の入札カミ大手造船7社によって行なわれ

た結果事業団と三菱重工業株式会社との間に建造契約

が締結され同社下関造船所において建造のこととなっ

た.設計についてはさらに詳細に検討がすすめられて

きた.昭和48年4月19目に下関造船所で起工式カミ行な

われ船台での工事が開始された.その後工事はほぼ

日程どおり順調にすすみ10月16目に進水式そして今

年3月31目の完成船主である事業団への引渡しとなっ

たのである.

白嶺丸はその計画段階の当初から主として地質調

査所カミ深海底鉱物資源探査の基礎的調査目本周辺大

陸棚海域調査等の海洋地質業務をすすめるために使用す

るということで具体案がねられてきた.地質調査所

はこの間主たる使用予定者として一連の諸作業に

たいし最大限の協力をすすめてきたことはいうまでもた

い.とくに調査研究に関係する技術的な面については
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第1図

公課葦転中の白嶺丸

(三菱重工業株式会社下関造船所提供)

第2図�
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第3図

白嶺丸が行なうおも枚調査

第ユ表参照

A人工衛星測量システムおよ

びロランCによる精瘤潮位

B船上試料分析C音響

測深機による精密測深およびサ

ブボトムプロファイラによる地

層探査D海水サンプリン

グおよび原位置測定E深

海テレビおよびカメラによる海

底観察Fピストンコアラ

およびグラブ採泥器による堆積

物サンプリングG小型海

事試幣吉る禅㌶㍑

堆積物･岩盤サンプリング

J重力測定Kサイドス

キヤンソｰナによる海底地形調

査L･L'エアガンスノ､

一カｰによる堆積層･岩盤の音

波探査Mソノブイによる

屈折法探査Nプロトン磁

力言十による磁気嚢査Or電

子計算機によるテｰタ処理
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筆者らは調査船建造に関す

る未経験者として諾先学

の貴重な参考意見･示唆を

考慮しつつ詳細に検討を

すすめ諾委員会に希望･

意見が反映されるようにつ

とめてきた.

2自嶺丸のあらまし

白嶺丸はその建造目的

から大陸棚域から深海域

にわたる広い水深範囲にお

いて有効祖諸種の調査

(図3)が能率よく有効

にできるように設計され

またそのための各種の近

代的装備がなされている.

主要寸法機関等は次の

とおりである.

全長86.95m

垂線間長77.00m

一幅13.40m

深さ5.30m

計画満載吃水5.00m

航海区域遠洋区域

総毛数1,821.60t

定員55名

乗組員35名

研究員(主席1次席1

研究員ユ8)20名

航海速力(85劣負荷20%

マｰジン)15,00k1;

第4図自嶺丸の船内願置図�
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航続距離(航海速力で)15,000マイル

試運転最大連カ(過負荷)17.78kt

主機関3,800ps×230rpm一軸一機

プ回ペラ4翼×1基可変ピッチプロペラ

主発電機600kW×3合

ハウスラスタ電動260kW×1台可変ピッチプ戸ペラ

全般冷暖房

清水タンク258.42皿3

ノくラストタンク236.27m筥

燃料タンク620.46m3

潤滑油タンク29.90m3

研究室5室

観測用ウインチ13基

クレｰン3基

ガントリとキャ目ス3基

第4図は船内配置を示したものである.図1･2･

4にみられるように長船楼型でかつ二層甲板船である.

第5図主席研究員室

第6図研究員室

嚢･

鱗

第8図サロン手前に職員食堂カミアコｰディオンシャッタｰで

しきられてある

第7図会議室

第9図職員食堂

サロン側よりうつす�



第1表白嶺丸のおも放観測機器とその配置

杯

精密測位

人工衛星測量システム5研

ロランC'海図室

△デッカ〃

△オメガ〃

精密測深

深海用精密音響測深機†1研

〔11･12kHz〕

中深海用精癌音響測深機†〃

〔28･75･200舶･〕

海底地形の面的

調査

サイドスキヤンソｰナ1研

*サイドスキヤンソｰ

ナ用ウインチ

堆積層･岩盤の

音波探査

<反射波を用いる>

サブボトムプロファイラ

〔3.5kHz〕

スパｰカｰ

エアガン

<屈折婆を用いる>

ソノブイ

*ノ･イドロフオン巻取

機

†1研

〃

*スパｰカｰ巻取機

〃

磁気探査

プ日トン磁力計1研

*プロトン磁力計巻取

機

重力探査

船上重力計5研

デｰタ処理

電子計算機5研

堆積物サンプリ

ング

雛他多;ブ式採泥1欄1.2'5ウインチ

量盤サンプリ;ノ

ク

海水サンプリング1

海水原住麿測定1

ドレッジ*N皿1･2ウインチ

○海底試錐機〔バッテリ式〕*N皿1ウインチ

○ナンセン採水器･転倒温度計1*N皿3ウインチ

○海洋計測装置1*N皿3ウインチ

海底観察

10灘雑ソヨン

咋嶋㍑チ

船上試料処理･

分析

○岩石薄片･研磨片作成装置

○原子吸光分光光度計(フレｰ

ムレス･アトマイザ付)

OX線装置

ドラフト

○サリノメｰタ

○蒸溜水製造装置

3研

4研

2研

〃

049年度申に搭載予定

△後目搭載予定

†送受波器は船首音響ドｰムに設置されている･

*使凋するウインチを示す.主汰ウインチのワイヤ長等は次のとおり

である.

N皿1ウイ;■チ10,000m12mmφストレｰトワイヤ

(船尾ガントリ使用)

N皿2ウインチ同上(右舷後部ギヤロス使用)

N皿3ウインチ13,000皿5段ステップドワイヤ

(右舷前部ギヤロス使用)

N皿4ウインチ6,700m同軸アｰマｰドケｰブル専用

(船尾ガントリ便用)

N皿5ウインチ1,000m3mmφストレｰトワイt

(右舷後部ダビット使用)

これらのうちN岨1･2･4ウインチはウインチ制御所で制御する.

･`･測量結果`時刻緯度経度等)は自動的にCRTモニタによって

海図室､王要研究室に直ちに電送される.

居住区はすべて上甲板(下層甲板)以上のレベルにあり

作業甲板は船楼甲板(上層甲板)である･調査船の生

命というべき主作業甲板は後部にあるが総トン数にた

いしてはきわめてひろく前後方向に25m近くある.

また甲板室の両側に通路がもうけられているので前後

部作業甲板間の連絡は非常に便利となっている.長期

にわたる遠洋域での調査研究航海を考慮してとくに居

住性にたいしては万全の配慮がなされており11の研究

員室は主席･次席研究員が個室であるのをのぞきす

べて2人室である.調査上の会議のためには端艇甲板

室最前部に会議室がまた林邑のためには職員食堂のと

なりにサロンが配置されている.

5つの研究室はゆれが少ない船体の中心に近い中央

後部よりに端艇甲板(第1研究室)･船楼甲板(第2～

4研究室)･上甲板(第5研究室)にほぼ上下の位置関係

でおかれかつ相互連絡が円滑にできるように設計され

ている.なお第1研究室のとも側にはNo･1･2･4ウ

インチを制御するためのウインチ制御所がある･その

ほか調査に直接関連するスペｰスとしてはウインチ

室3つの調査機器庫と2つの手荷物庫カミある(いずれ

も上甲板でそれぞれ作業甲板の直下).

船首の船底は第3図に示すようにバノレバスバウの

形でソナｰドｰムカミ設けられ音響測深機の送受波器が

おかれている.

調査作業に関しては第1表に示すような諸種類が行

えるように近代的設備が配置されている.地質探査用

音響機器としてはサイドスキャンソｰナザブボトムプ

ロファイラスバｰカｰエアガンが有効に用いられる.

白嶺丸の特徴わ一つとしては精密測位のための人工衛

星測量システム岩盤サンプリング用の小型海底試錐機

海底観察用の深海テレビジョンが搭載されること船上

試料処理のために岩石薄片･研磨片作成装置が迅速

分析のために原子吸光分光光度計とX線装置が人工衛

星測量結果と諸種の物理探査結果のデｰタ処理のために

小型の電子計算機が搭載されること比較的簡単な操作

によって最大20m前後までのピストンコアラが使用でき

ることがあげられる.

作業のためのウインチ類としてはNo･1～5のウイ

ンチのほかノ･イドロフオン巻取機等の諾巻取機類合

計10数基がそなえられる･

人工衛星測量システムは上甲板の第5研究室に設置さ

れここで制御されるが測量結果(時刻緯度経度

船速方位等)は直ちに海図室第1･4研究室に

CRT受像機によって即時情報として電送され非常に

便利である.

3研究室およびおもな搭載機器

第1研究室

端艇甲板にありおおよそ8m×6mの面積でウイ

ンチ制御所ごしに後部作業甲板をみおろすことができ

る.物理探査用のドライ研究室であってとくに航走

観測時における主研究室である.第10図に示すような

かたちで次の諸機器がおかれる.

深海用精密音響測深機(PDR):日本電気製のものであ

り周波数12畑zで出力4kW測深能力12,000m以上送�
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第10図第1研究室とウインチ制御所の配置図

受振器と記録器がおかれる.

ある.

送受波器はソナｰドｰム内に

中深海用昔響測深機:産研製周波数28･75･200kH｡測

深能力4,800m.同じく送受振機と記録器がおかれ送受

波器はソナｰドｰム内にある.

サブボトムプロフアイラ(第11図):レイセオン製周波

数3.5kH｡.周波数が低いので海底下の堆積層内の反射波

が記録されとくに海底直下の詳細な地層探査に有用である.

なおデジタル処理によって水深の数値がデジタノレ表示され

る.

サイドスキヤンソｰナ1海底地形を側線に沿った左右両

舷側に面的に調査する機器でEGandG製のものが用いら

れる.本機は大陸棚調査用である､

エアガン(第12図):後部作業甲板下の第3調査機器庫に設置

されているコンプレッサ(第13図)でつくられた20阯g/c㎜呂

の高圧室気を水中で急激に放出し生ずる音波(周波数10-

300Hz)によって海底下の地層を深くまで探査するものであ

る.発振部はボルト製受振部はテレダイン製のものを用

いている.

スパｰカｰ:目電製

第11図サブボトムプロファィラ

30,000j用のものカ茎搭載される.

第12図エァガン�
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プ1コドシ磁力計:ジオメトリックス製測定精度1ガンマ

測定範囲は35,000～55,000ガンマである.センサは船尾右

舷より曳航する.

深海テレビ(第14図):ノ･イドロプロダクツ製のテレビシステ

ムで水深6,000mまでの海底を観察する.第一研究室に制

御器と受像器VTRがウインチ制御所に最も近いところ

におかれている.TVカメラはフレｰムの荏かに2個の照

明と共にくみこまれる.ケｰブルは直径17.2mφ長さ

6,700m破断力15tである.作業甲板上にはNo.4ウ

インチとよぶ同軸アｰマｰドケｰブルウインチカミありこれ

で水中に昇降する.海底状況の連続的観察とくにマンガ

ン団塊の探査に有用な機器である.

そのほか第1研究室には作業甲板を監視する工業

テレビ受像器および第5研究室の人工衛星測量システム

から即時に電送される測量結果のデｰタ表示用のCRT

受像器(第15図)カミおかれている.

ウインチ制御所(第16図)

第1研究室のとも側にあり

アコｰディオンシャッタ

一によってさかいされている.No.1ウインチNo.2

ウインチ(いずれもウインチはウインチ室に設置されて

いる)およびNo.4ウインチ(後部甲板上)の制御装置

がおかれている.そのほかウインチ操作に必要なギ

ヤロス･ガントリ下の海面･甲板とウインチ室内を監視

する工業テレビの制御装置･受像器(第16図中央左側の

やや高い位置)深海用*吉密測深機の副記録器がおかれ

ている.またNo.4ウインチ(深海テレビ専用)では

とくに海底の撮影状況に応じて直ちに深海テレビの昇

降ができるようにその受像器がウインチ制御装置の右

わきにおかれている.

第2研究室(第17･18図)

船楼甲板(作業甲板)の左舷で第4研究室の船首側に

あり3m未満平方の小さな室である.化学分析用の

ウェット研究室で暗室兼用である.現在ドラフト

しかおかれていないが近く純水製造装置サリノメｰ

第13図

エアガン用コンプレッサ

第!4図深海テレビ

搬鱗灘

第16図

ウインチ制御所

中央はN皿1ウインチ左端

はN皿2ウインチ制御装置.

その間に工業テレどの制御

装置と受像器がある.

右端は深海用精密測深機副

記録機.そのむこう側に

N皿4ウインチ制御装置の一

部がみえる.

嚢�
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夕ｰミリポアフィノレタｰ装置その他必要な小型諸装

置がおかれる予定である.

第3研究室(第19図)

船楼甲板右舷側で後部作業甲板に接している.採泥

･柱状採泥試料が揚収後直ちに搬入･観察･サンプリン

グされるセミウェット研究室である.床はタイル張り

となっている.右舷側壁際に専用のコア処理台中央

に一般処理のための作業台左舷側にフレｰム式のコア

格納庫がある.右舷前部には近いうちに岩石薄片研磨

片の作成装置が設置されることにたっている.

作業のための準備室としても有効に使用される

ことになるであろう.

第4究所室(第20図)

第3研究室の反対舷側にありほぼ同様板面

積を有するドライ研究室である.今年度中に

���純水製造装置��

トラフ��抹し���

黒�����

板�����テレトｰク

白�����

板�����自動交換電≡舌

�第2研究室����

����戸�

��サリ〃一タｰ��棚�

��=機器台���

ミリポ7�フ{ルタｰ装囲����

�如46����←

諸甲板

原子吸光分光光度計とX線回折装置が設置される予定で

ある.そのほかの機器分析分析用試料づくり地質

･化学関係諾資料の解析･整理もここで行なわれる.

人工衛星測量システムのCRT受像器カミ第3研究室側の

壁に設置されている.

第5研究室(第21図)

上甲板の船体中心部に位置し動揺にたいする安定性が

もっとも高いドライ研究室である.船上重力計人工

衛星測量システム電子計算機がおかれており調査航

海時には連続的に動く調査作業上の一つの中心部である.

原子吸光光畦計原}昭光九度計原子唖此光度計'

P肥･砧プりンタ_NOH･別O記録計

表拉'

便所

饒□目黒

㌰

第18図第2研究室の配置図

/一一

票燃琴熱正司漁黒榊蓋雌芸燃蟻珊

ロロ

机

第4研究室

口

』

祓{唖アレピ

{字一

ク

ロ図口

中砕闇

世撞冊丁しヒ､m

一｣__｣L

㌴

｣

コア格納庫

フレｰム式g段

口舳

団

3畳

､鴛

｣_

第3概究室

机11

1柵

作業台ト_一

州i帝岨,則定装証

記銀計

同上鈷発生苗量

{二次切断冊ホルダｰ〕研摩腔

コア処理台(下郎サンプル馴

流L台

柱状コアｰ=己域詫語

第19図第3･4研究室の配置図

真空タンクおよび電舳其杢吸引ポンプ

餅蟹静

嚢

第17図第2研究室

第20図第4研究室�
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船上童力計(第22図):ラゴステ製エア･シｰ型重力計が搭

載されその精度は1mga1である.センサｰ部(第22図の

手前側)と制御装置からなる.センサｰ部がおかれている

のは船体中心線上のもっともゆれの少次いところである.

人工衛星測量システム(第23図):現在実用化されている

人工衛星測量はもともと米海軍によって開発されたNNSS

(NavyNavigationSate11iteSysteエn)である.NNSSの

衛星は1973年に6個地球をまわっている.1つの衛星は約

2時間で地球を一周し地平線に出てから沈むまで20分位か

ログ水晶時計ン十イ｡一

通���

黒板･自板�路��

机���

口�UP､』二`一■･�倉�

洗面器■三ト｡｡�1土･一三三･･'��

二.珊二一1■;�42=�4{�

胎土重力計プラハフォｰムおよび七ンサｰ�一･芦'掘､�庫�

ト｡竺援努ス�口��

煕板自振���

分電描�㌃;辮要用�'.1戸棚一一�

テレタイプライタｰ���

r■･II11■入L｣�鰍1口�□口�

時計ジ十イ｡一�口□�机�二鵡開口

ξ享1���

NNSS�自動交換珂話デｰタ処理装画用wブロソタｰ��

繍篁〕分畿�I�ζ裏1�

■..一一一^一一一L`■}甘口出���

テｰ一夕処理簑冒用デｰタ処理装i用

マニュ7ル保管鋼

第21図第5研究室の配置図

籔鰯灘

かるものカ茎多い.ここからの信号を船上で受信して船位

をきめる.地球上どこの位置でも利用できかつ精度が高

い(停船時に45mぐらい航行中で150皿ぐらい)のが特徴

である.白嶺丸に搭載されている受信機はマグナボック

ス製のものである.

衛星による1個の測定と次の測定との間はジャイロコンパ

スによる方位とドブラ･ソｰナまたは電磁ログによる速度か

らいわゆる推測航法を行泣う.これらの測定値は専用電

算機(ヒュｰレット･パッカｰドHP2100A;12k-wo.d)

によって処理されて測量結果がもとめられる.測量結果

は直ちに磁気テｰプに集録されるとと

もにこの研究室と他の研究室および海

図室におかれているCRT(Cathod

RayTube)の受像器に次のようにき

まった書式で表示される(第15図参照).

時刻(ジュリアン歴グリニッチ時

刻)緯度経度コｰス(船の予定

方位)ヘディング(船の現在方位)

船速予定点到着までの距離その他.

専用電算機はデジタノレ処理された測

一深値磁力値重力値をあわせて磁気

流速計解析装竈STD変担記録器

テｰタ処理叢語用

電子討寛幟.

デｰタ処理坦竈用

螂気テｰプケｰス

テｰブに集録する.

デｰタ処理装置(第24図):横河ヒュ

ｰレット･パッカｰド製YOHPAC

-2100Aの電子計算機(24k-word)

が中心となり諾周辺機器プロッタ

ｰから構成されている.このプロッ

タｰにより側線図あるいは側線ぞい

の地形･地磁気･重力値ほかの断面図

などの図化を行なう.

第22図船上重力計

そのほか船橋の操舵室(第25

図)左舷とも側の海図室(第26図)

には電磁海流計(GEK)精密

測量用のロランC自動受信機および

人工衛星測量システムのCRT受

像機がおかれ調査航海上の資料

第23図人工衛星測量システム

写真の右端部に船一ヒ重力計がある�



入手カミできる.操舵室にも工業テレビがおかれ後部

作業甲板の状況を監視できる.たお工業テレビ(IT

V)のカメラ･受像器等の配置をまとめて示すと第2表

のとおりである.

4作業甲板とおもなウインチ類

作業甲板は前･後部の船橋甲板にあたる.

前部作業甲板は右舷側でN･.3ウインチとその補

助設備としての起倒式ギヤロスがおかれている(第27図).

このNo.3ウイ1/チはワイヤ長13,000m5.4～8.1

mmφの5段ステップドワイヤをもち先端荷重0.5t

電動油圧駆動である.深海の採水深海カメラ撮影等

に用いられる.そのほか2tクレｰンカ沖央部にあり

作業用および荷役用に用いられる.

表2カメラの配置

後部作業甲板は主作業甲板であり前後方向に約

額蝋鱗榊辞蕊燕

聾一

カメラ番号��Mカメラ1･･カメラlMカメラ��N皿4カメラ�N皿5カメラ

設置場所�後部マストギヤロス��ガントリ�ウインチ室�ウインチ室

型取付け台�全天候水平�全天候垂直�全天候垂直�室内水･平�室内水平

制御器�ブリッジ�ウインチ制御所の制御器右側��ウインチ制御所の制御室左側�

受像器�ブリッジウインチ制御側左受像器第1研究室��ウインチ制御所の右側受像器�ウインチ制御所の左側受像器�

被写範囲�後部甲板�ギヤロス直下の海面�ガントリｰ直下の海面�N皿1ウインチ�N皿2ウインチ

125m舷方向に幅13mの長方形の広い面積をもっている.

そして後半部にクレｰンNo･4ウインチそのほ

か諸種の巻取機類カミおかれており結果としてまとま

った広いスペｰスはあまりない(第28図).右舷後部

には第3調査機器庫への機材搬入出用の電動ハッチがあ

第24図デｰタ処理装瞳写真の右端はブロッタｰ

第26図海図室

第25図船橋

左舷側より

れている

第27図船楼甲板前部

交通航2TクレｰンN皿3ウインチギヤ三スかおか�
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る(第29図).調査作業用のおもた設備は次のよう在

ものがある.

No.4ウ'インチ(第28図):作業甲板中心右舷よりにある

深海テレビ専用の17.2mmφの同軸アｰマｰドケｰブル

6,700mをまいた大き狂電動油圧式ウインチでそのポンプ

ユニットはウインチ室に設置されている.この補助設備は

最後部のガントリ左舷側にある.深海テレビの海面への昇

降はクレｰンを利用して行なう(第30図).アｰマｰドケ

ｰブルはもちろん第1研究室の深海テレビ制御装置と受像器

に接続されている.なおケｰプノレの破断力は15t先端荷

重は1tである.

ワイヤ洗樵装置とダンパ(第31図):第!･2両ウインチ

はウインチ室内に設置されているがそのワイヤの洗篠装置

とダンバが甲板上におかれている.前者はワイヤに付着し

た海水を自動的に洗い落しまた後者はワイヤと捲上器(ウ

インチ室内)の間の張力の変化をやわらげ吸収する役割を

もっている.なおNo.1･2ウインチはまったく同一の

タイプのものであり10,000m12mmφのストレｰトワイ

ヤをもつ.ワイヤの先端荷重は1.5トン駆動は電動ワｰ

ドレオナｰド方式でワイヤはウインチ室内の巻取機から巻

上機をへて甲板上のオイノレダンバ･洗糠装置からガントリ･

ギヤロスにくり出される.No.!ウインチ(第32図)のワ

イヤは最後部のガントリにむかいNo.2ウインチでは右舷

の起倒式ギヤロスにむかう.ただし両ウインチのワイヤは

相互に方向転換カミできるようになっている.

クレｰン:後部中央には1.5tクレｰンがある.前述のよ

うな深海テレビ作業の補助用ならびに各種作業の補助用荷

役用に用いられる.

ダビットクレｰン:後部作業甲板の最前部の左舷側には荷

揚荷重6t最大作業半径7.5mの大きなダビットクレｰン

が配置されている(第2図参照).これは後目搭載が予定

されている中型の海底沈置式試錐機および振動型沈置式コ

アラ(バイブロコアラ)等の操作に使用する目的のものであ

る.次お後部甲板の前半部はこれらのためのスペｰスとし

て予定されている､

起倒式ギヤロス(第33･34図):ウインチ制御所の右舷側に

あり電動式である.No.2ウインチを用いるピストンコア

ラ操作のために設計されており4.5mの高さをもつ.こ

第28図

後部作業甲板

中央右側にある

のがN皿4ウイン

チ

第29図

後部作業甲板右

舷側

第3!回船彪ガントリ全景と1.5tクレｰ一二一N皿1ウインチ用ワイヤ洗

瀧装置･ダンバ(写真の中央より右方の部分)

第30図船尾ガントリ(左舷側)と深海テレビ�
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のギヤロスによって約20mまでのピストンコアラを能率的に

あつかうことができる.ギヤロスの頂部とも側に工業用テ

レビのカメラが設置されている.なおピストンコアラの

補助作業用に後部甲板右舷側にコアチュｰブ揚収用のスト

ラダビットおよびコアチュｰブうけ台後者の移動用のレｰ

ルが設けられている(第28図).

ガントリ:中央のポストから左右に腕を段ちカミいに出した形

であり(第31図)右舷側の腕は主としてNo.1ウインチの

ワイヤのために左舷側の腕は前述のようにNo.迅ウインチ

のケｰプノレのために使用される.たお後者はクレｰンレ

ストとしても利用されている.

No･5ウインチ:右舷とも側にあり1,000m3mmφの

ストレｰトワイヤがまかれている.中浅海の小型ドレッジ

･採水･BT観測等に使用し補助設備としてはとりはずし

可能の専用ダビットがある.

その他のウインチ巻取機類:そのほか後部作業甲板の最後

部に近くGEK巻取機ノ･イドロフオン巻取機(第35図)

プロトン磁力計巻取機スパｰカｰ巻取機などがおかれてお

りエアガン専用の小型ウインチも近い将来設置される予定

である.

5自嶺丸による海洋地質調査計画

白嶺丸の運用は次のような形をとることにたっている.

す校わち第37図に示すように所有者である金属鉱業

事業団は日本海事興業株式会杜と裸傭船契約をむすび

地質調査所は同会杜と定期傭船契約および運航委託契約

をむすぶ.地質調査所は定期傭船船主としてその海

洋地質調査計画推進のために白嶺丸を使用し同船の運

航には日本海事興業株式会杜が東海サルベｰジ株式会社

とていけいしてあたる.なお年間運航計画は資源エネ

ルギｰ庁に付置された海底調査委員会(委員長:奈須紀

第32図ウインチ室内のN皿1ウインチ巻取ドラム

第33図ウインチ制御所とその右舷側の起倒式ギヤロス写真のほぼ中

央に第3研究室入口(閉鎖中)がある

第34図

右舷側の起倒式ギヤロ

ス�
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策36図エアガン曳航体船尾で投入準備中

金属鉱業薬業団(所有者)

裸傭船契約

日本海事興業(株)

(裸傭船船主,運航作業受託者)

期

伽〒

舳

契

約

遡

航

契

約

工業技術院地質調査所

(定期傭船船主,運航作業委託者)

捗資瓢㌫庁㈱

幸東大教授)において審議され決定されるとともに

同庁カミ予算の計上ならびに全般的た指揮監督を行なうこ

とになっている.昭和49年秋には千葉県の船橋港に

金属鉱業事業団所有の白嶺丸専用バｰスが完成しここカミ

基地港となる.

海底調査委員会

地質調査所では従来から海洋地質調査を行なってきた.

しかしこの白嶺丸の就航はこの7月に予定されている

海洋地質部の新設とあいまって同所の海洋地質調査を

従来とは比較にならぬ程諸種の社会的要請にこたえて

大規模に発展させる結果を生み出すことになる.昭和

49年度以降深海底から沿岸内湾浅海部にわたる諸プロ

ジェクトが計画されているカミ白嶺丸を使用して調査を

進めるのはこれらの中心をなす①深海底鉱物資源探査

に関する基礎的研究および②日本周辺大陸棚海底地質

総合研究(いずれも工業技術院特別研究)である.

①は太平洋とくに酉太平洋の深海底の鉄マンガン団

塊の探査に関するものであり47年度から5ケ年計画で

既に実施されているものである.49年度にはハワイ

南方海域(65目)および沖縄東方(フィリピン海盆北部)

第37図白嶺丸の運用方式(資源エネルギｰ庁海底調査委員会の資料による)

海域(35目)を対象とする.とくに深海テレビによる

観察サブボトムプロファイラ探査による団塊を含む堆

積層の把握等の成果が期待されるところである.

②は日本周辺海域の海底地質図作成を目的とするも

のであり49年度からの5ケ年計画にしたがってまず

その初年度には相模灘(25目)南方諸島(25目)紀伊

水道(20目)南西諸島東部(30目)諸海域を対象とす

る.すなわち49年度には白嶺丸の調査計画として

計200目が第38図のようにくまれている.

これらの計画についてはあらためて別の機会に

従来の研究の成果概要とあわせて紹介したいと考えて

いる.

謝辞:稿をおえるにあたりわが国ではじめての海洋地質調

査船を生み出すのに長期にわたってさまざまな労苦を重ねら

れた方々i蔦木東大名誉教授をはじめとする漁船協会の各位

奈須東大教授下関造船所の関係各位池田理事をはじめとす

る金属鉱業事業団の関係各位そのほか多数の関係の方々一に

白嶺丸の使用者の一員として深甚の謝意を表する.なお使用

した写真は特記のものをのぞいて大部分は地質調養所正井

義郎技官の撮影によるものである.

(筆者らは海洋地質第1課長･応用地球物理課長･海洋地質第2課長)
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第38図

白嶺丸の49年度運航計

画

A相模灘

B南方諸島

C紀伊水道

Dノ､ワイ南方

E沖縄東方

F南西諸島東部

Gドック入り�


